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7 ． トピッ クス

日米協力、 ことの始まり

　GEOTAIL 衛星計画は大型の 日米協力プ ロ ジェ ク

トで す．宇宙科学研究所が衛星 の 開発を担当 し，

NASA が打 ち上げ を担当しました．観測機器は約

3分の 2を字宙科学研究所が，約 3分の 1をNASA

が受持ちました．

　 ことの始ま りは十数年前に遡 ります．1970 年代

の 末，米国の研究者が中心になっ て ワ
ーキ ン グ グ

ル
ープを作 り，4 機の 衛星 に よ る衛星 ネッ トワーク

で 太陽風か らオ
ー

ロ ラ や放射線帯に い た る エ ネル

ギ ーの流れ を総 合的に観測する計画 （OPEN 計画）

を練 っ てい ました．私 もメ ン バ ーの
一

人で したが
，

米国の 衛星計画に知恵をだすだけで は い か に もも

の 足 らず ， B 本独自の衛星に よっ て この 観測計画

に参加 したい と思い ました．そこ で 尾部の リコ ネ

クシ ョ ン領域の研究を主目的とする OPEN − J衛星

を提案し，ワ
ー

キ ン ググル
ー

プを 豊979年に発足 さ

せ ました．OPEN とは 「地球周辺 の プラズマ の 起

源」の 略語です．

　 こ うして M − 3SII型 に よる打 ち上げを想定 して

第二 次案まで作成 して い た と こ ろ
，
1983 年の 5 月 ，

NASA の OPEN 計画関係者の 訪問 を受けま した．

当時の NASA は今と比べ れば羽振 りが よか っ たの

で すが ， それで も4機の 衛星から成る大型計画 の

承認を得る の は難しい の で，4 機の うちの 1機を

OPEN 　
一

　Jと統合する こ とに よっ て 計画の実現性を

高め たい ，とい う提案を持っ て きたの です．4 機の

衛星 の うちどれ と統合す るかが大 きな問題 で した

が
，

まだ本格的な観測が 行な わ れ て い な い 尾部 の

遠隔領域を観測する GTL 衛星 と一
緒に して ，始め

の 2年間は遠尾部を観測 し，その 後は OPEN 一亅の

計画軌道に降ろ して観測を行なうとい うGEOTAIL

衛星 の構想に 合意が得 られた時に は，夢の ような

プ ロ ジ ェ ク トを実行で きる喜びに胸が震えました．

　　　　　　　　　　　　　　　 （西田　篤弘）

電磁干渉とのたたかい

　宇宙空間で物理量を測定を事が科学衛星の 目的

です．高精度 の デ ータを取得するため に は測定器

図 7−1 この 会議 で GE αrAIL 衛星の 構 想が つ くら れ た
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自身の ノ イズ レ ベ ル の 軽減 に多くの労力を費や し

て い きます．しか し測定 した い 物理量が微弱に な

っ て くると ， 「そ こ に人工 衛星が存在する」 こ と自

体が測定量に対 し大きな影響を与える事にな りま

す．GEOTAIL で測定する地球磁気圏尾部領域で の

磁場は約 10nT （地球表面の 114000程度）と非常に

微弱です。衛星自身の帯磁が測定量に影響を与え

る事にな ります，微弱なプラズマ 波動を測定する

時 も こ の事が問題 にな ります．人工 衛星内には太

陽電池 ・バ ッ テリ
ー ・電子回路 ・バ ル ブ等多数の

制御素子が存在 して磁場 ・電磁場観測に影響を与

えます．GE σrAIL で は，静磁界 ・電磁波動ノ イズ

の軽減を目的として，宇宙科学研究所 として は初

め て の 本格的な地上電磁干渉試験が実施 され まし

た．

　試験形態は，機器単体の非動作状態で の 残留磁

場 の 測定， 動作状態にで の漏洩磁場 ・放射ノ イズ

の測定を宇宙科学研究所 ・飛翔体環境試験棟 ・磁

気遮蔽室に て実施 され ました．同様の 試験は衛星

組立後もシ ス テ ム EMC 試験 （衛星本体を磁気遮蔽

室に入れ て の試験）と して試験期間を通 し計 5 回 ，

そ の前後で の機器単体の 試験 も含め る と総計 100

回程度は実施 され ました ．試験の 中で規制値以 上

の ノ イズが発見され ると， その対処方法の検討が

なされ ます．漏洩磁場の ある機器が発見 され ると

シ ール ドを施 しますJ 擬似ア ン テ ナ を形成 して い

る機器が発 見 され る とそ の電磁放射を軽減す る策

を施 します．そ の 最大は衛星 内部の 電気軽装 の 全

面見直 しで した．

　 こ うした 地上試験 を通 し て 打 ち上 げ られ た

GEOTA 匸L衛星で は
， 地上試験で の予想以上 に衛星

か らの 静磁場 ・波動ノ イズ が非常に小 さい 事が確

認され ました．こ れは，ひ とえに関係研究者 ・メ

ーカの 本衛星計画の科学目的へ の 理解 と， 衛星 ノ

イズ退治に対する多大 なる努力に よる もの で す．

GEOTAIL 衛星は過去にない 電磁気的に非常に ク リ

ー
ン な衛星 とする事が出来たと言えます，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本達人）

lACGとジオテイル衛星

　磁気圏の尻尾に貯えられ て い る エ ネ ル ギーは太

陽風か らもた らされた もので あ り，
一方オ

ーロ ラ

や放射線帯粒子の エ ネル ギ
ー

は尻尾 に起源をもっ

てい ます，したがっ て ，GEOTAIL 衛星の観測デ
ー

タを生かすため に は，太陽風 の 中や極域の 上空な

ど を飛 ぶ 衛星 と同時に観測を行な うこ とが望 まれ

ます．

　当初，GE σ rA乢 衛星 は米国の衛星ネ ッ トワーク

計画と連携するもの と して企画 され た の ですが
，

そ

の後こ の計画は拡大 され，NASA だけで な くヨ
ー

図 7−2GEOTAIL と ネッ トワ
ー

ク を組む衛星
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ロ ッ パ の ESA や ロ シ ア の IKIの衛星 を含む大きな

国際共同プ ロ ジ ェ ク トに発展 しました．日米欧露

の宇宙科学研究機関が構成する IACG とい う組織

がこ の プ ロ ジ ェ ク トの調整にあた り，共同観測キ

ャ ン ペ ーンを展開し よ うと して い ます．

　GEOTAIL 衛星 とともにネッ トワ
ーク を組む他の

衛星 は ，1994 年末か ら約 1年の 間に つ ぎつ ぎに 打

ち上げ られる こ とにな っ て い ます．すで に 94年 11

月には太陽風 を観測する WIND 衛星 （NASA ）が

打 ち上 げられ ました．95 年 8 月に は尾部の 高緯 度

領域 を ね ら う 1NTERBALL ／ TAIL 衛星 （ロ シ ア

IKI）が打 ち上 げられ ます．引 きつ づ い て太陽観測

衛星 SOHO （ESA ），高緯度磁気圏観測衛星ポ ー

ラ
ー

（NASA ），磁気圏の ミ ク ロ 構造探査衛星

CLUSTER （ESA ＞の打ち上 げが予定 されて い ま

す．

　す で に活躍 中の 「あけぼ の」や 「ようこ う」と

も手を携えて，GEOTAIL 衛星は IACG の 衛星と共

同研究を進め ます ．

　　　　　　　　　　　　　　　　（西田　篤弘）

シュ
ー メー カー ・レビー第9彗星

　一 木星衝突　観測始末記

　94 年 7 月 17〜22 日，地球中の 眼 を集め つ つ ，

Shoemaker−Levy 第 9彗星が木星 に衝突 しました．

普段 は 地 球周辺 を徘徊 し て 電波 を漁 っ て い る

GEOTAIL も木星を見つ め ました．実は我 々 プ ラ ズ

マ 波動観測班で 受信 して い る 800kHz以下 の電波で

は，木星 は 地球と太陽に つ い で 明る い 星 なの です．

我 々京大超高層電波研究セ ン タ
ー

では ， 特別に臼

田でデ
ー

タ再生をして もらい ，衛星の ス ピ ン に よ

る ア ン テ ナ 回転に よ っ て 受信強度が変化する の を

用 い ，素早 く木星電波を探す手はずを整えました．

　 さて 17 日．夕方研究室に集まる と，テ レ ビで は

既 に東北大の デ カ メ
ータ波や ハ ッ ブ ル宇宙望遠鏡

の 観測結果が流れ て い ま した．電話で 時報を流 し

111

たりして （こ れが妙に緊張感をあおる の ですね）衝

突時刻を待ちます．地球か らの オーロ ラ電波が常

な らず強 く，普通 な ら喜ぶ と こ ろ が本当に邪魔で

した．い つ もは静か なくせ に．衝突の 時刻になる

と， 電波強度の変化を大勢で よ っ て たか っ て調べ

ます ．

　一
週 間 こ の調子 で頑張 っ た の で す が，木星電波

の 明確な強度変化は確認 されて い ませ ん 、可視赤

外域で は衝突の痕跡が は っ きり見え ましたが ，か

の 莫大なエ ネル ギ ーも残念なが ら低周波電波 に は

向かわなか っ た ようで す．高エ ネル ギ
ー電子起源

の シ ン ク ロ トロ ン 放射が増大 した り，
K 核衝突の

際に は衝突地点か らはるか離れた北極付近か ら X

線が観測されたりと
， 高エ ネル ギー粒子が木星磁

気圏に供給 されたの は確か なようで す が，更 に 上

方で は大きな擾乱は なか っ たよ うで す．で も，電

離層に反射 され地上 か ら観測 で きない 低周波電波

の 観測結果 を報告で きた こ とは，大 きな寄与で あ

っ たと思い ます．

　 今 回 の
’‘
惑星探査

”
は GEOTAIL の 本業で はあ

りませ ん が
， 現在 Planet− B の 準備が 進行中で あ

り，日本が本格的な惑星探査に乗 り出す時代がす

ぐそ こ に来てい ます．その ささやか な
一

歩で あっ

た，と思 う日が くる で し ょ う．

　　　　　　　　　　（小嶋　浩嗣，笠羽　康正）

も っ と詳 しい 報告は

　GEOTAIL 衛星による研究成果は続々 と発表され

て い ますが、まとまっ た形の発表をGeophysical

Research　Letters（ア メ リ カ 地球物理学連合）の 21

巻 25号 （1994 年 12月 15日〉で 行ない ました。ま

た、搭載機器の紹介と初期の 観測結果は、Joumal

of　Geomagnetism　and 　Geoeleetricity（地球電磁気 ・

地球惑星圏学会）の 46 巻 1号及び 8号 に掲載 され

て い ます。　　　　　　　　　　　 （西田篤弘）
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